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令和７年 年頭所感年頭のごあいさつ

公益財団法人　福岡県中小企業振興センター　

桑野　龍一
福岡県知事

　　服部　誠太郎

新年あけましておめでとうございます。
皆さま方には、お健やかに輝かしき新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年は、パリ２０２４オリンピック・パラリンピックで本県ゆかりの選手たちが大活躍し、本県で開催されたインターハイでは
高校生が躍動しました。福岡ソフトバンクホークスは４年ぶりのリーグ制覇を果たすなど、まさに「スポーツの力」が、私た
ちに元気を、勇気を、感動を与えてくれた１年でした。
産業分野では、TSMCの熊本進出に続き、半導体後工程の世界最大手ASEが本県への進出を検討しており、「新生

シリコンアイランド九州」の実現に大きく近づいております。また、トヨタ自動車グループと日産自動車の最新鋭の蓄電池工
場を本県に建設することが決定し、「グリーン先進モビリティ」の開発・生産拠点構想が大きく前進しました。さらに、本
県と福岡市が「金融・資産運用特区」の対象地域に選定され、「世界から選ばれる福岡県」の実現に向けて飛躍した
年となりました。
一方で、国際情勢や円安の影響等により、エネルギー・原材料価格や物価の高騰が続いており、私たちの生活や産
業経済は、依然として厳しい状況にあります。
こうした中、県では、県民の皆さまの命と健康、生活を守ることを第一とし、「1000億円の人づくり」、「県内GDP20兆円
への挑戦」、「安全・安心で活力ある社会づくり」の３つの柱のもと、世界を見て、未来を見据えて、福岡県の成長・発
展を加速前進させるための施策を力強く実行してまいりました。特に、「将来を守るサステナブル社会への改新」と「未来
を拓くイノベーションの創発」の２つの視点をもって分野横断的な施策を展開してまいります。
「サステナブル」では、少子化の進行や人手不足への対応、賃金と物価の好循環の実現などの先送りできない社会課
題や、気候変動、自然災害、新興感染症などのさまざまなリスクから県民の皆さまの現在と将来を守る社会を実現してい
きます。
そのために「出産・子育て安心基金」を活用した県独自の出産・子育て支援施策の充実・強化、輸送能力の減少
や人手不足の加速が懸念されるトラック運送事業者や地域公共交通事業者への支援に取り組むほか、中小企業の持続
的賃上げと適正な価格転嫁による賃金と物価の好循環を実現するため、「価格転嫁の円滑化に関する協定」を締結した
13団体が連携し、中小企業における取引適正化の取り組みを推進します。
県内主要断層による地震被害想定調査やデジタル技術を活用した防災対策、流域治水の推進などによる防災・減
災、県土強靱化に取り組みます。
新興感染症や地球温暖化などの課題に取り組む実践拠点「ワンヘルスセンター」の整備を進め、ワンヘルスの世界的
先進地を目指すとともに、家庭や企業における太陽光発電設備の共同購入の推進や藻場の再生によるブルーカーボン創
出など先駆的な脱炭素化の取り組みも進めてまいります。
「イノベーション」では、デジタルや先端技術、そして何より「人」が生み出すイノベーションの力で、労働生産性や、
企業、産業の付加価値生産性の向上を図り、世界に挑戦する福岡県の未来を切り拓いてまいります。
「新生シリコンアイランド九州」を牽引していくグリーン半導体の「最先端実装」開発拠点化、今春、福岡に開設される
CIC Fukuokaの中にスタートアップをはじめ中小企業の成長を支援する県拠点の開設、そして、世界に羽ばたく青少年の
チャレンジや女性の起業の支援、産業を支える技術人材の育成、障がいのある方の就労分野の拡大などに取り組みます。
今年は巳年です。今年も、これらの施策をはじめ、様 な々施策を力強く実行し、その「実（巳）」を結ぶことができるよ

う全力を尽くします。そして、県民の皆さまが安心して、たくさんの笑顔で暮らせる福岡県を実現してまいります。
新年が皆さまにとって、素晴らしい一年となりますよう心からお祈りいたします。

新春を迎えるにあたり、謹んでごあいさつ申し上げます。
昨年はエネルギー価格や原材料価格の高騰、半導体不足、そして国際情勢の不安定さや国内政治の変化など、経
済環境が大きく揺れ動く一年でした。このような厳しい状況下でも知恵と努力を重ね、地域経済や雇用を支え続けて
いただいていることに感謝申し上げます。
今年は、原材料価格の上昇が落ち着いてきている中で、コストを適切に販売価格に転嫁しようとする動きがある一
方、人手不足等による経営の圧迫や国際情勢の目まぐるしい変化も予想され、中小企業の景気の先行きは依然不透明
です。これまで以上に状況の変化に対応することが求められる一年になると存じますが、私どもも皆様とともにこれら
の課題に立ち向かい、困難を乗り越えていく所存です。
当振興センターでは福岡県等と連携し、経営革新賃上げ環境整備緊急支援補助金の交付をはじめ、厳しい経営状
況でお困りの県内中小企業の皆様への支援に努めてまいりました。本年も、県内中小企業の皆様の様々な経営課題
に対し、「ワンストップサービスセンター」として総合的に支援を実施してまいります。
無料の経営相談窓口である「福岡県よろず支援拠点」は、オンラインでの相談を併用しながら地域の皆様に身近
な相談窓口として、更なる相談者の満足度や課題解決数の向上に努めてまいります。
経営の課題解決のため企業に直接出向き、専門的な助言・指導を行う「専門家派遣事業」や柔軟な働き方制度等
導入に向け社労士を派遣する「柔軟な働き方制度導入に向けた社会保険労務士派遣事業」を継続して実施してまい
ります。
中小企業の販路開拓や受注拡大を図るため、取引あっせん及び展示会・商談会を開催してまいります。取引あっせ
んでは、あっせん担当職員等による企業訪問に加え、企業情報検索サイト「フクオカビジネスマッチングサイト」を充
実させ、県内企業の様 な々ニーズを解決できるよう取り組んでまいります。展示会では大規模展示会の出展支援を、
商談会では、遠方の企業や新規企業の参加促進のため、他の支援機関と連携した合同商談会を行うほか、大手企業
との個別商談会も積極的に行ってまいります。特に近年、TSMCの熊本への進出やASEの北九州市への工場新設が
期待される等、半導体関連で九州が大きな注目を集めている中、当振興センターとしましても、業界の動向に注視
し、支援に力を入れてまいります。
100年に一度といわれる大変革期を迎えている自動車産業については、当振興センター内に設置されている「自動車
関連企業電動化参入支援センター」が、サプライヤー訪問による個別相談や専門家派遣の実施を行うとともに、セミ
ナー等の実施を通じて九州全域の企業支援を行っております。
「下請かけこみ寺」では下請取引に関する助言・指導に取り組んでまいります。
「ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター」、「ふくおかフードビジネス支援事業」では、６次産業化・農
商工連携に取り組む県内の農林漁業者及び加工・流通・販売事業者の皆様に対し、個別相談やセミナー、商談会等
の開催を通じて、商品開発や販路拡大を支援してまいります。
さらに、「知的財産支援センター」では、県内中小企業等の特許や商標など知的財産に関する課題解決や知的財産
を活用した製品開発、海外展開等を支援してまいります。
本年も、県内中小企業の振興と発展のため、中小企業の皆様への支援に全身全霊を傾け、より一層努めてまいる
所存ですので、当振興センターを積極的にご活用賜りますようお願い申し上げます。
本年が皆様にとって幸多き年となりますよう祈念いたしまして、新年のごあいさつとさせていただきます。
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んでは、あっせん担当職員等による企業訪問に加え、企業情報検索サイト「フクオカビジネスマッチングサイト」を充
実させ、県内企業の様 な々ニーズを解決できるよう取り組んでまいります。展示会では大規模展示会の出展支援を、
商談会では、遠方の企業や新規企業の参加促進のため、他の支援機関と連携した合同商談会を行うほか、大手企業
との個別商談会も積極的に行ってまいります。特に近年、TSMCの熊本への進出やASEの北九州市への工場新設が
期待される等、半導体関連で九州が大きな注目を集めている中、当振興センターとしましても、業界の動向に注視
し、支援に力を入れてまいります。
100年に一度といわれる大変革期を迎えている自動車産業については、当振興センター内に設置されている「自動車
関連企業電動化参入支援センター」が、サプライヤー訪問による個別相談や専門家派遣の実施を行うとともに、セミ
ナー等の実施を通じて九州全域の企業支援を行っております。
「下請かけこみ寺」では下請取引に関する助言・指導に取り組んでまいります。
「ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター」、「ふくおかフードビジネス支援事業」では、６次産業化・農
商工連携に取り組む県内の農林漁業者及び加工・流通・販売事業者の皆様に対し、個別相談やセミナー、商談会等
の開催を通じて、商品開発や販路拡大を支援してまいります。
さらに、「知的財産支援センター」では、県内中小企業等の特許や商標など知的財産に関する課題解決や知的財産
を活用した製品開発、海外展開等を支援してまいります。
本年も、県内中小企業の振興と発展のため、中小企業の皆様への支援に全身全霊を傾け、より一層努めてまいる
所存ですので、当振興センターを積極的にご活用賜りますようお願い申し上げます。
本年が皆様にとって幸多き年となりますよう祈念いたしまして、新年のごあいさつとさせていただきます。
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

� センシング事業のベースを築いたプリント基板（PCB）

企 業 名 株式会社豊光社
代 表 者 代表取締役　倉光 宏

所 在 地 北九州市小倉北区上到津2-7-30

T E L ０９３－５８１－４４７１

U R L https ://www.hohkohsya .co . jp

従 業 員 36人

事業内容 プリント基板設計製造、センサー事業、ナノレベル接合事業ほか

豊光社は、創業55年の歴史を持つプリント基板（PCB）事
業を主力とするスペシャリスト集団です。設計から製造まで一
気通貫で行います。またもう一つの柱であるセンシング事業
は、PCB技術をベースに電流センサーやシステム化した商品
をOEM（相手先ブランド）で提供しています。（公財）福岡県中
小企業振興センターなどの公的支援機関も積極的に利用しな
がら、顧客の課題解決や新たな価値を生み出す技術革新に取
り組みます。

株式会社豊
ほう
光
こう
社
しゃ

（北九州市小倉北区）

No.114
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Hello,Company! No.114

M E S S A G E 担当者の声

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

佐藤�正啓
センシング営業部部長

創業以来55年の伝統あるPCB事業やこれをベースに生まれたセンシング事業は、カスタマイズと
アイデアでこれからも10年、20年と展開し続けることができます。社員の平均年齢は30代。当社
は新しい世代向けの技術と技能継承のために後継者育成に力を入れているところです。今後も新し
い価値を生み出す技術革新を続け、お客さまのさまざまな要望に、付加価値を持たせる提案をし、
課題解決のお手伝いを続けていきたいです。

公的支援の活用でビジネスを拡大
（公財）福岡県中小企業振興センターの企業間取引情

報データベースの「フクオカビジネスマッチングサイ
ト」への登録は、取引先や展示会、各種助成金の紹介
など、ビジネス拡大につながっています。2024年９
月にマリンメッセ福岡（福岡市博多区）で開催された
「九州半導体産業展」では福岡県と同振興センターの
共同ブースに出展。２日間で約60社の来場者と名刺交
換し、アポイントやアフターフォローを続けています。
25年１月に東京ビッグサイト（東京都江東区）で開かれ
る「ネプコンジャパン」の「ふくおかブース」への出
展はさらに多くの来場者が予想され、ビジネス拡大を
期待しています。

強みは業界トップクラスの
小型直流用電流センサー

豊光社のセンシング事業の主力商品は、直流用電流
センサーです。非接触、後付けで微弱な直流電流を簡
単に計測できます。主力のPCB事業で培った技術を
ベースにミリアンペアクラスで高精度計測ができるの

が強みです。こ
の強みを生かし
顧客の課題解決
に取り組んでい
ます。産業機械
やロボットの被
覆加工された配
線をクランプで
囲み、対象の機
械を動作させて
ロボットや自動車エンジンの回転数などの電流信号を
検知します。元々はゲーム機などアミューズメント業
界向けに開発しましたが、現在は産業向けに特化して
います。

開発テーマはIoTやDX、見える化、省人化
同社のセンシング営業部が技術開発企業として今後

取り組むテーマは、IoT（モノのインターネット）、デ
ジタル変革（DX）、見える化、省人化などです。これ
らにマッチする用途の提案を心がけています。佐藤部
長は「微弱な直流電流が測定できる独自性能はシビア
な検知ができるので故障前検査にも利用できる」と胸
を張ります。産
業機器に留まら
ず、鉄道や自動
車業界でも電流
測定の要素は多
岐 に わ た る た
め、ニーズを掘
り起こし、さら
に市場拡大を目
指します。

プリント基板技術を核に
顧客の課題解決と技術革新に挑む

ニーズを掘り起こし、市場拡大を目指す

展示会で注目された小型直流用電流センサー

以前に出展した展示会の様子
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

� 主力商品のチョコレートクロワッサン

企 業 名 株式会社メルシーコーポレーション
代 表 者 日小田 和彦

所 在 地 福岡市東区筥松1-8-31

T E L ０９２－４０９－８２８６

U R L http ://www. lap in2015.com

従 業 員 ５人

事業内容 クロワッサンなどの製造販売

メルシーコーポレーションは福岡市内で「手造りクロワッサ
ン専門店Lapin（ラパン）」を３店舗経営しています。日小田
和彦社長は福岡市内の洋菓子店で約10年のキャリアを積ん
だパティシエでもあります。「自分のお店を持ちたい」という
強い想いから独立を決意。2015年に１号店をオープン、２
坪の店舗から出発しました。（公財）福岡県中小企業振興セン
ターの専門家派遣事業を利用して新商品開発などに取り組ん
でいます。

株式会社メルシーコーポレーション
（福岡市東区）

No.115
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Hello,Company! No.115

M E S S A G E 経営者の声

日小田�和彦
代表取締役社長

専門家から最も影響を受けたことはモチベーションのアップでした。次回は資金繰りや経営戦略
についてのアドバイスを受けたいです。３人の子供のうち長男はパンメーカーに就職しましたので、
家族で事業を拡大するのが夢です。

店舗内の各商品のポップに用いられたキャッチコピーの数々は、インスタグラムなど会員制交流サ
イト（SNS）に寄せられたお客さまの感想を採用しています。2025年は今まで以上に情報発信を
して会社と商品の認知度アップに力を入れます。

顧客ファースト
独立直後は、

洋菓子の製造・
卸の事業を行っ
てきました。そ
の後「お客さま
ファーストで、
毎日食べてもら
えるような商品
づ く り を し た

い」という日小田社長の考えから、商品開発などの準
備期間を経て、2015年にパティシエの経験を生かせ
るクロワッサン専門店の１号店をオープンしました。

店名は娘と一緒に考えました。「クロワッサン」は
フランス語で「三日月」を意味します。そこで、フラ
ンス語で「月」にゆかりがあって娘が好きな「ウサギ」
を意味する「ラパン」と名付けました。

専門家派遣事業で新商品開発へ

１号店オープン後、売り上げは緩やかながらも毎
年右肩上がりに伸びました。2022年には２号店を、
2023年には３号店をオープンしました。しかし昨今
の小麦をはじめとした原材料費や人件費の高騰によ
り、資金繰りが厳しい状況が続きました。そこで福岡
県の信用保証協会の紹介で、2024年の10月に（公財）
福岡県中小企業振興センターの専門家派遣事業に申込
み、11月までで３回の派遣を受けました。経営改善に
向けた具体的なアドバイスは、「主力商品を三つ作る
こと」や、「博多らしい商品や総菜系クロワッサンの開
発など奇抜なアイデアで注目されること」などでした。

新商品開発のヒントは原点回帰
主力商品を持

つことは日頃か
ら目指している
テーマです。ラ
パンの売り上げ
ナンバーワンの
人気商品はチョ
コクロワッサン 
ですが、現在、
新たな主力商品
を開発中です。特に力を入れているのは、洋菓子系の
クロワッサン。パティシエとして日小田社長の原点
回帰といえる商品で、クロワッサンのベース生地を
シュー生地で覆い、中にカスタードクリームを入れた
商品を考えています。日小和田社長は「専門家のアド
バイスは新商品を早期に開発する後押しとなった」と
振り返るほか、「店舗情報の発信は定期的に更新し、
顧客が何度もリピートしたくなる内容にするなどの助
言を受けた」といいます。

パティシエが手造りする
本格クロワッサン

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092-622-5432

パティシエとして新商品開発を目指す

店頭に並ぶさまざまなクロワッサン

真剣な眼差しで焼き具合をチェック
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グラフdeふくおか

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和４年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r4report.html

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和４年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r4report.html

ＤＸの取組状況

DXの具体的な取組・検討内容

中小企業の経営基盤の強化
ＤＸ（デジタル化）

中小企業の競争力維持・強化を図るうえで、既存システムの改修や見直しを進めるべく、ＤＸの推進が重要となります。本県が
実施したアンケート※１では、７割の企業が「ＤＸを知っている」と回答したものの、残り３割の企業が依然として「ＤＸを知ら
ない」と回答しました。
「ＤＸを知っている」と回答した企業のうち、「ＤＸを実践中」又は「取組開始に向けて検討中」と回答した企業の具体的な取組・
検討内容としては、「ＳＮＳを活用した情報発信」や「ペーパーレス化」が特に多く、身近な取組から着手している様子が見ら
れます。
また、「ＤＸを実践中」の企業のうち、６割を超える企業が「ＤＸの取組が業績にプラスの影響を与えている」と回答しています。
一方、ＤＸの取組に向けた課題としては、「必要なスキルやノウハウがない」、「対応できる人材がいない」が多く、人材の面で課
題を感じている企業が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要…調査対象：県内中小企業1,160社　　実施時期：令和５年７月～８月

中小企業の競争力維持・強化を図るうえで、既存システムの改修や見直しを進めるべく、ＤＸの推進が重要となります。本県が
実施したアンケート※１では、７割の企業が「ＤＸを知っている」と回答したものの、残り３割の企業が依然として「ＤＸを知ら
ない」と回答しました。
「ＤＸを知っている」と回答した企業のうち、「ＤＸを実践中」又は「取組開始に向けて検討中」と回答した企業の具体的な取組・
検討内容としては、「ＳＮＳを活用した情報発信」や「ペーパーレス化」が特に多く、身近な取組から着手している様子が見ら
れます。
また、「ＤＸを実践中」の企業のうち、６割を超える企業が「ＤＸの取組が業績にプラスの影響を与えている」と回答しています。
一方、ＤＸの取組に向けた課題としては、「必要なスキルやノウハウがない」、「対応できる人材がいない」が多く、人材の面で課
題を感じている企業が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要…調査対象：県内中小企業1,160社　　実施時期：令和５年７月～８月

注：ＤＸの取組状況について「実施している・検討中」と回答した４５０社を対象（複数回答可）。
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ビジネスモデルの変革

既存製品・サービスの高付加価値化

テレワークの実施

デジタル化への対応に伴う業務プロセス・組織の見直し

紙ベースの情報のデータベース化

Web会議システムの導入

オンラインでの商談・営業

ペーパーレス化

SNSを活用した情報発信

No .
272

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

バンコク事務所
所長

西田　光孝
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グラフdeふくおか

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和４年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r4report.html

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和４年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r4report.html

ＤＸの取組状況

DXの具体的な取組・検討内容

中小企業の経営基盤の強化
ＤＸ（デジタル化）

中小企業の競争力維持・強化を図るうえで、既存システムの改修や見直しを進めるべく、ＤＸの推進が重要となります。本県が
実施したアンケート※１では、７割の企業が「ＤＸを知っている」と回答したものの、残り３割の企業が依然として「ＤＸを知ら
ない」と回答しました。
「ＤＸを知っている」と回答した企業のうち、「ＤＸを実践中」又は「取組開始に向けて検討中」と回答した企業の具体的な取組・
検討内容としては、「ＳＮＳを活用した情報発信」や「ペーパーレス化」が特に多く、身近な取組から着手している様子が見ら
れます。
また、「ＤＸを実践中」の企業のうち、６割を超える企業が「ＤＸの取組が業績にプラスの影響を与えている」と回答しています。
一方、ＤＸの取組に向けた課題としては、「必要なスキルやノウハウがない」、「対応できる人材がいない」が多く、人材の面で課
題を感じている企業が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要…調査対象：県内中小企業1,160社　　実施時期：令和５年７月～８月

中小企業の競争力維持・強化を図るうえで、既存システムの改修や見直しを進めるべく、ＤＸの推進が重要となります。本県が
実施したアンケート※１では、７割の企業が「ＤＸを知っている」と回答したものの、残り３割の企業が依然として「ＤＸを知ら
ない」と回答しました。
「ＤＸを知っている」と回答した企業のうち、「ＤＸを実践中」又は「取組開始に向けて検討中」と回答した企業の具体的な取組・
検討内容としては、「ＳＮＳを活用した情報発信」や「ペーパーレス化」が特に多く、身近な取組から着手している様子が見ら
れます。
また、「ＤＸを実践中」の企業のうち、６割を超える企業が「ＤＸの取組が業績にプラスの影響を与えている」と回答しています。
一方、ＤＸの取組に向けた課題としては、「必要なスキルやノウハウがない」、「対応できる人材がいない」が多く、人材の面で課
題を感じている企業が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要…調査対象：県内中小企業1,160社　　実施時期：令和５年７月～８月

注：ＤＸの取組状況について「実施している・検討中」と回答した４５０社を対象（複数回答可）。
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023

2022

DXを知っており、実践中
DXを知っており、
取組開始に向けて検討中
DXを知っているが、
取組の予定はない中

DXを知らない

239社
19%

187社
15%

313社
25%

508社
41%

267社
23%

183社
16%

340社
29%

370社
32%

3.1%

3.1%

4.7%4.7%

5.3%5.3%

9.3%

12.4%

18.2%18.2%

20.0%

25.1%25.1%

27.1%27.1%

40.4%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他

デジタル人材の採用、育成

新規製品・サービスの創出

ビジネスモデルの変革

既存製品・サービスの高付加価値化

テレワークの実施

デジタル化への対応に伴う業務プロセス・組織の見直し

紙ベースの情報のデータベース化

Web会議システムの導入

オンラインでの商談・営業

ペーパーレス化

SNSを活用した情報発信

No .
272

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680
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バンコク事務所
所長

西田　光孝

インタビュー
今 回、NNR Hotels International（Thailand）

Co.,Ltdの長﨑代表取締役社長と同社「西鉄ホテ
ル クルーム バンコク シーロム」宮内総支配人に
お話を伺うことができた。
●開業されるまでに印象に残っていることや開業さ

れてからのお客さまの反応について
　　2019年から出店プロジェクトに着手し、コロ

ナ禍を経て約５年をかけてようやく開業を迎え
た。開業までには数々の苦労があった。ニーズ
の変化に対応すべく客室構成を見直したことや
当地行政機関との許認可に関する交渉などが印
象的だ。オープン以来、稼働率は安定して上昇
しており、手応えを感じている。

●利用を想定しているターゲット層はどういった
方々でしょうか？

　　主なターゲット層は、ビジネスで数日から数週
間滞在する日本人出張客。ビジネスサポートふくお
かをご覧いただいている県内企業の皆様もタイに
お越しになられた際にはぜひご利用いただきたい。

●今後の展望について
　　西鉄ホテルグループの海外出店戦略としては、

現在出店している国（タイ、韓国、台湾）での多
店舗展開を軸に考えている。

　　2020年開業のソラリア西鉄ホテルバンコクは
多くのお客様にご利用されるようになった。この
西鉄ホテル クルーム バンコク シーロムも安定的
に稼働するようになれば、タイでの新たな出店の
道が開かれると思う。多店舗展開することによ
り、日本とタイとの交流活性化の一助になれれ
ばと思っている。

〈企業情報〉
企 業 名：NNR Hotels International（Thailand）

Co.,Ltd
住　　所：（クルーム）68/1, Silom Road, 

Suriyawong, Bangrak, Bangkok 
10500

 （ソラリア）1 Soi Sukhumvit14,Khlong 
Toei, Khlong Toei, Bangkok 10110

Ｕ Ｒ Ｌ：（クルーム）https://nnr-h.com/croom/
bangkoksilom/

 （ソラリア）https://nnr-h.com/solaria/
bangkok/

代 表 者：長﨑 精治　代表取締役社長
事業内容：ホテルの運営
従業員数：165名（2024年11月末現在）

はじめに
2024年９月９日、タイ・バンコクに「西鉄ホテル 

クルーム バンコク シーロム」がオープンした。西鉄
グループがタイ・バンコクで『ソラリア西鉄ホテルバ
ンコク』に続く２店舗目として開業した同ホテルは、

『CROOM』ブランドとして初の海外出店となる。

ホテルについて
ホテルが立地するバンコクのシーロム地区は、

多くの日系企業が進出するビジネス街で、同ホテ
ルはその中心部に位置している。繁華街にも近接
し、高架鉄道（BTS）の駅から徒歩１分および地下
鉄（MRT）の駅から徒歩５分という優れた交通アク
セスを誇る。

地上８階、地下１階建てのホテルには、全172
室の客室が用意されている。客室は、キッチン・
洗濯乾燥機を備えたタイプやワークスペース付きタ
イプを含む６種類があり、ビジネスや観光での利用
はもちろん、中長期滞在にも対応可能である。ま
た、日本語対応スタッフも在籍しており、日本人宿
泊客にとって心強い環境となっている。

地下１階の朝食会場では、タイ料理や和洋食の
ほか、博多の名物料理である豚骨ラーメンや明太
子、筑前煮など、本場と変わらない味を楽しむこと
ができる。この会場は朝食時間外には、コワーキ
ングスペースやミーティングスペースとして多目的に
利用可能である。さらに、ホテル近くにはバンコク
最大規模のルンピニー公園があり、朝夕にはランニ
ングを楽しむ人々で賑わっている。これを受け、同
ホテルでは宿泊者以外でも食事とシャワーを利用
できる「クルームランステ」というサービスを提供
しており、多様な顧客ニーズに応えている。

実際に宿泊してみて
筆者は『Deluxe Stay』に宿泊した。客室は数

字の広さ以上のゆとりを感じる設計で、寝心地の
良いベッドや日本メーカーの電化製品やTOTOウォ
シュレットの備え付けが快適な滞在を後押しした。
また、客室タイプによって設置されている客室内の
洗濯機や共用コインランドリーは、特に海外出張
者にとって非常にありがたい設備である。朝食会場
では、福岡ゆかりのメニューを楽しむことができ、
ほっとするひとときを提供してくれる。さらに、ブラ
ンドカラーのオレンジを基調にデザインされたタイ
パンツのルームウェアは特徴的で、SNSに投稿さ
れた際には多くの反響を呼んだという。

西鉄ホテル クルーム バンコク シーロム

※写真は全て同社より提供

長﨑代表取締役社長（右）と
宮内総支配人（左）
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る
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！
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迎　　　春
令和７年　元旦

阪

　文
孝

代
表
取
締
役
社
長

松
本

　茂
樹

部品台車
製作も
受注
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https://pipe-ybm.co.jp/
https://www.fabils.co.jp
http://www.fukukiren-monodzukuri.jp/


迎　　　春
令和７年　元旦

半導体製造装置
各種省力機械

株式会社　カ　シ　ワ

代表取締役社長

鈴木　　亨

福岡県久留米市北野町中字福王 1423

循環資源の再利用を通じて
循環型社会の構築に
貢献しています。

株式会社　田尻商店
代表取締役　田尻　博

熊本県阿蘇郡西原村小森 3584-25
TEL：096-279-4661
FAX：096-279-4662

11Business Support Fukuoka  2025.1

https://takamatsuweb.com
https://casiwa.com/
https://www.e-kotani.co.jp
https://www.nikkanseibu-eve.com/mono/


迎　　　春
令和７年　元旦

TEL　092-932-1126

謹
賀
新
年

高木　浩敏代表取締役社長

12

https://www.toyocork.co.jp/
https://www.crea-p.co.jp
https://www.nissin-chemical.jp/
https://kokuratetsudou.com/
https://kasyu-kogyo.com
http://www.edison-ht.co.jp


迎　　　春
令和７年　元旦

工業用パッキン製作販売
株式会社バルカー代理店・協力工場

代表取締役 小川　拓郎

大安産業株式会社

〒803-0801
北九州市小倉北区西港町90-15
TEL 093-581-5188
FAX 093-581-5191

山
田

　登
三
雄

外
役
職
員
一
同

会

長〒812-0046
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https://w
w
w
.chuokai-fukuoka.or.jp/

株式
会社 紀 之 国 屋

技術と情報のネットワーク・製造業支援企業
福岡県男女共同参画企業賞受賞
子育て応援宣言事業賞受賞

会長　中 村 高 明
代表取締役社長　中 村 大 志

福岡県直方市大字頓野字三本松970
TEL 0949（26）1313　FAX 0949（26）0770

貸ホール・
貸会議室
無料駐車場完備
（170台収容）

（株）久留米ビジネスプラザ
〒839-0801 
久留米市宮ノ陣4丁目２９－１１
TEL 0942-31-3104 FAX 0942-31-3107
E-mail  office@kurumebp.jp
URL https://www.kurumebp.jp

低料金で皆様のご利用を
お待ちしています。
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https://www.saiki.co.jp/
https://www.kurumebp.jp/
https://www.f-sanpai.or.jp


迎　　　春
令和７年　元旦

福岡県学校給食会指定工場

給食パン・米飯製造工場

株式会社唐人ベーカリー
〒819-0375

福岡市西区徳永３２５－１

　　ＴＥＬ：092-807-0222　

　　ＦＡＸ：092-807-8144

【店舗】

「唐人町ポエム本店」(唐人町商店街）

14

https://www.meiho-j.co.jp/
https://www.koga-gear.com
http://www.seibu-denki.co.jp/
https://www.ines.co.jp/


迎　　　春
令和７年　元旦

○経営コンサルティング○事業承継支援○相続対策

営業品目
精密板金加工・レーザー・タレパン加工
特殊折曲加工・溶接組立加工
水産養殖関連機械製造・販売・メンテ
建築金物設計・製作・施工
〒811-2114
福岡県糟屋郡須恵町大字上須恵1495-1
TEL　092-932-4166（代表）
FAX　092-932-5951

 社会の未来のために、
 私たちができることを。

謹賀新年
本年もよろしくお願いいたします。

福
岡
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郡
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栗
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東
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協
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合
（
内
）
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https://www.daipri.net
https://www.duel.co.jp/
https://belltechne.co.jp
https://syp-ac.com/
http://www.hiryu-soubi.co.jp/
https://togiya.biz


第39回ネプコンジャパンに初出展します
　令和７年 1月２２日（水）～２４日（金）の３日間、東京ビックサイトにて開催される、電子機器・半導体・パワー
デバイス関連の展示会「第３９回ネプコンジャパン」に振興センター（ふくおかブース）として初出展し、下記の県
内企業 21社が参加します。ネプコンジャパンにお越しの皆様は、ぜひブースにお立ち寄りください。

これまで西日本総合展示場にて開催していた「ふくおか産業技術振興展」が、装いを新たに「ふくおか未来も
のづくり技術振興展」として生まれ変わり、令和７年７月２日（水）～４日（金）に開催されます。
貴社の持つ優れた加工技術力や製品開発能力を多くの来場者にＰＲできるだけではなく、同時開催の展示会・
商談会に出展される多彩な製造業関係者とも幅広く交流することができます。ぜひ出展をご検討ください。

【募集要件】
福岡県内に事業所・営業所がある、機械、金属、半導体等の製造、開発、
サービス等を行っている中小企業

【出展料】
66,000円（税込）（出展料には長机２台、白布２枚、イス１脚を含みます。）

【募集期間（予定）】
令和７年２月３日（月）～３月21日（金）

【募集方法】
募集開始日より、当振興センターＨＰにお知らせを掲載します。

【お問い合わせ】
（公財）福岡県中小企業振興センター 経営支援部 情報取引推進課
TEL：０９２ ‒６２２ ‒６６８０

福岡県中小企業振興センターでは、今後もこのような展示会出展・商談会開催等をとおして、福岡県内の中小企
業の販路拡大をサポートしていきます。

㈱中島ターレット ㈱九州プレシジョン 日本コーティングセンター㈱ 東フロコーポレーション㈱ 平井精密工業㈱

㈱豊光社 ㈱マブチ・エスアンドティー ㈱創世エンジニアリング ㈱アウトソーシング
テクノロジー ㈱坂本電機製作所

トーカロ㈱ ㈱熊本精研工業 ㈱坂田精密 アスカコーポレーション㈱ ＯＰＩ㈱

㈱九研 ㈱ピーエムティー 日本ファインテック㈱ マクセル㈱ 室町ケミカル㈱

リックス㈱

○県内出展企業16社（順不同）

ふくおか未来ものづくり技術振興展に出展しませんか？ふくおか未来ものづくり技術振興展に出展しませんか？

福岡県中小企業振興センター会議室 検　索

会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
JR博多駅から１駅
JR吉塚駅から徒歩１分

賛助会員募集！
公益財団法人福岡県中小企業振興センター
は、福岡県内の中小企業の皆様の経営課題解
決のため、取引あっせん、専門家派遣、経営
相談、知的財産権の活用など様々な支援策を
ワンストップで提供する中小企業支援機関で
す。
当センターの活動趣旨にご賛同いただける会
員を募集しております。
ご入会いただいた法人、個人、団体の皆様に
は会員特典がございます。年会費は、一口
12,000円です。
詳しくは下記のお問い合わせ先まで！！

全室有線 LAN完備
設営・後片付け不要
Ｗｅｂカメラ・

大型スクリーン完備

[ 会議室受付 ]
TEL.092-622-0011 FAX.092-622-0014

会員特典

１ 情報誌「ビジネスサポートふくおか」を毎月無料で送付
 ・情報誌への広告掲載サービスを１割引きでご利用
 ・チラシ折込みサービスを格安でご利用
２ 企業で役立つビデオ・DVDの無料貸出し
３ 決算公告費用の割引
４ ふくおか県政推進サポート資金の融資対象
５ その他経営に役立つ情報などの提供

毎月 1.600部発行

【DVD貸出】
・コンプライアンス
・ビジネスマナー etc

公益財団法人
福岡県中小企業振興センター

【お問合せ先】総務管理部 総務課

TEL 092-622-6230

インキュベート施設入居者募集中！
対象 ※事務所としての利用に限ります
■ 創業間もない中小企業者
■ 創業を目指す方
■ 新たな事業分野に進出しようとする中小
企業者 など

詳しくはお問合せください！

検索福岡県中小企業振興センター インキュベート
5階 508号室
（24.0㎡）

5階 510号室
（21.1㎡）
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第39回ネプコンジャパンに初出展します
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商談会に出展される多彩な製造業関係者とも幅広く交流することができます。ぜひ出展をご検討ください。

【募集要件】
福岡県内に事業所・営業所がある、機械、金属、半導体等の製造、開発、
サービス等を行っている中小企業

【出展料】
66,000円（税込）（出展料には長机２台、白布２枚、イス１脚を含みます。）

【募集期間（予定）】
令和７年２月３日（月）～３月21日（金）

【募集方法】
募集開始日より、当振興センターＨＰにお知らせを掲載します。

【お問い合わせ】
（公財）福岡県中小企業振興センター 経営支援部 情報取引推進課
TEL：０９２ ‒６２２ ‒６６８０

福岡県中小企業振興センターでは、今後もこのような展示会出展・商談会開催等をとおして、福岡県内の中小企
業の販路拡大をサポートしていきます。

㈱中島ターレット ㈱九州プレシジョン 日本コーティングセンター㈱ 東フロコーポレーション㈱ 平井精密工業㈱

㈱豊光社 ㈱マブチ・エスアンドティー ㈱創世エンジニアリング ㈱アウトソーシング
テクノロジー ㈱坂本電機製作所

トーカロ㈱ ㈱熊本精研工業 ㈱坂田精密 アスカコーポレーション㈱ ＯＰＩ㈱

㈱九研 ㈱ピーエムティー 日本ファインテック㈱ マクセル㈱ 室町ケミカル㈱

リックス㈱

○県内出展企業16社（順不同）

ふくおか未来ものづくり技術振興展に出展しませんか？ふくおか未来ものづくり技術振興展に出展しませんか？

福岡県中小企業振興センター会議室 検　索

会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
JR博多駅から１駅
JR吉塚駅から徒歩１分

賛助会員募集！
公益財団法人福岡県中小企業振興センター
は、福岡県内の中小企業の皆様の経営課題解
決のため、取引あっせん、専門家派遣、経営
相談、知的財産権の活用など様々な支援策を
ワンストップで提供する中小企業支援機関で
す。
当センターの活動趣旨にご賛同いただける会
員を募集しております。
ご入会いただいた法人、個人、団体の皆様に
は会員特典がございます。年会費は、一口
12,000円です。
詳しくは下記のお問い合わせ先まで！！

全室有線 LAN完備
設営・後片付け不要
Ｗｅｂカメラ・

大型スクリーン完備

[ 会議室受付 ]
TEL.092-622-0011 FAX.092-622-0014

会員特典

１ 情報誌「ビジネスサポートふくおか」を毎月無料で送付
 ・情報誌への広告掲載サービスを１割引きでご利用
 ・チラシ折込みサービスを格安でご利用
２ 企業で役立つビデオ・DVDの無料貸出し
３ 決算公告費用の割引
４ ふくおか県政推進サポート資金の融資対象
５ その他経営に役立つ情報などの提供

毎月 1.600部発行

【DVD貸出】
・コンプライアンス
・ビジネスマナー etc

公益財団法人
福岡県中小企業振興センター

【お問合せ先】総務管理部 総務課

TEL 092-622-6230

インキュベート施設入居者募集中！
対象 ※事務所としての利用に限ります
■ 創業間もない中小企業者
■ 創業を目指す方
■ 新たな事業分野に進出しようとする中小
企業者 など

詳しくはお問合せください！

検索福岡県中小企業振興センター インキュベート
5階 508号室
（24.0㎡）

5階 510号室
（21.1㎡）
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2024出展報告 2024出展報告
　公財）福岡県中小企業振興センターでは、「ふくおかフードビジネス支援事業」として、福岡県産の農林水産物等地域資
源を活用した福岡県内の食品加工事業者等の販路開拓支援に積極的に取り組んでおります。
　この度、その一環として、外食・中食・小売業界を網羅する食の展示商談会であります『FOOD STYLE』に出展しまし
たので、ご報告いたします。
　例年、『FOOD STYLE Kyushu』に出展しておりましたが、昨年度出展事業者からの熱い要望を受け、今年は『FOOD 
STYLE Kyushu 2024』（30社出展）に加え『FOOD STYLE Chubu 2024』（14社出展）にも出展しました。

　当センターでは、展示商談会の参加前の販促物の作成やブース設営についてのアドバイスや、参加後の営業戦略の指
導などについて専門家を現地に派遣して支援を行っております。
　また、ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンターのホームページでは「食の展示会活用方法」
と題して専門家のコラムを掲載しております。ぜひご活用ください。

◆来場者数　16,525名
◆実施成果（アンケート結果）
　出展事業者（30社）
　　名刺交換件数： 2,128件
　　商 談 件 数： 441件
　　商談成立件数： 170件
　　商談成立金額： 493万円
　　商談中件数： 300件

◆来場者数　7,908名
◆実施成果（アンケート結果）
　出展事業者（14社）
　　名刺交換件数： 795件
　　商 談 件 数： 262件
　　商談成立件数： 97件
　　商談成立金額： 1,206万円
　　商談中件数： 126件

意 見
•未開拓のエリアだったので新規のお客様の獲得
に繋がるきっかけとなった。

•振興センターのサポートが良く不安なく取り組
めました。

意 見
•来場者も年々多くなり新規の顧客も獲得できて
満足です。

•細部にわたり、サポートしていただき誠にあり
がとうございます。販売だけでなく、仕入先や
助成金のアドバイスなどを受けることとなり、
有意義な展示会となりました。

中部地方初開催！中部地方初開催！

会　場：Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）
会　期：2024年10月23日（水）・24日（木）
主　催：FOOD STYLE Chubu実行委員会

同時開催
　・発酵食品ワールド
　・外食経営DX EXPO

西日本最大級の食の展示商談会西日本最大級の食の展示商談会

会　場：マリンメッセ福岡 Ａ・Ｂ館
会　期：2024年11月13日（水）・14日（木）
主　催：FOOD STYLE Kyushu実行委員会

同時開催
　・外食経営DX EXPO
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６月１３日
　～２８日 ７月１０日 ９月上旬 ９月１０日

９月１８日

１０月４日

１０月中旬

１１月上旬

１０月２２日

１１月１２日

１０月２３日
～２４日

１１月１３日
　～１４日

中部

九州

◇出展スケジュール

◇出展成果報告

◇広報活動 ◇ガイドブックフードスタイル
ホームページ

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092‐622‐7575 ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　ＨＰ

「もっと福岡」
ホームページ
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2024出展報告 2024出展報告
　公財）福岡県中小企業振興センターでは、「ふくおかフードビジネス支援事業」として、福岡県産の農林水産物等地域資
源を活用した福岡県内の食品加工事業者等の販路開拓支援に積極的に取り組んでおります。
　この度、その一環として、外食・中食・小売業界を網羅する食の展示商談会であります『FOOD STYLE』に出展しまし
たので、ご報告いたします。
　例年、『FOOD STYLE Kyushu』に出展しておりましたが、昨年度出展事業者からの熱い要望を受け、今年は『FOOD 
STYLE Kyushu 2024』（30社出展）に加え『FOOD STYLE Chubu 2024』（14社出展）にも出展しました。

　当センターでは、展示商談会の参加前の販促物の作成やブース設営についてのアドバイスや、参加後の営業戦略の指
導などについて専門家を現地に派遣して支援を行っております。
　また、ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンターのホームページでは「食の展示会活用方法」
と題して専門家のコラムを掲載しております。ぜひご活用ください。

◆来場者数　16,525名
◆実施成果（アンケート結果）
　出展事業者（30社）
　　名刺交換件数： 2,128件
　　商 談 件 数： 441件
　　商談成立件数： 170件
　　商談成立金額： 493万円
　　商談中件数： 300件

◆来場者数　7,908名
◆実施成果（アンケート結果）
　出展事業者（14社）
　　名刺交換件数： 795件
　　商 談 件 数： 262件
　　商談成立件数： 97件
　　商談成立金額： 1,206万円
　　商談中件数： 126件

意 見
•未開拓のエリアだったので新規のお客様の獲得
に繋がるきっかけとなった。

•振興センターのサポートが良く不安なく取り組
めました。

意 見
•来場者も年々多くなり新規の顧客も獲得できて
満足です。
•細部にわたり、サポートしていただき誠にあり
がとうございます。販売だけでなく、仕入先や
助成金のアドバイスなどを受けることとなり、
有意義な展示会となりました。

中部地方初開催！中部地方初開催！

会　場：Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）
会　期：2024年10月23日（水）・24日（木）
主　催：FOOD STYLE Chubu実行委員会

同時開催
　・発酵食品ワールド
　・外食経営DX EXPO

西日本最大級の食の展示商談会西日本最大級の食の展示商談会

会　場：マリンメッセ福岡 Ａ・Ｂ館
会　期：2024年11月13日（水）・14日（木）
主　催：FOOD STYLE Kyushu実行委員会

同時開催
　・外食経営DX EXPO
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中部

九州

◇出展スケジュール

◇出展成果報告

◇広報活動 ◇ガイドブックフードスタイル
ホームページ

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092‐622‐7575 ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　ＨＰ

「もっと福岡」
ホームページ
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Intellectual Property Support Center

（株）野田コーポレーション（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター）

概要　筑後信金から案件紹介を受けた第三者譲渡事例
引継ぎ対象：ラーメン店事業（屋号 天風堂）
譲 渡 者：（株）野田コーポレーション

（筑後市、代表者野田展宏）
譲 受 者：（株）まつしろビジネスコンサルティング

（福岡市、経営コンサル、代表者松代和也）
譲 渡 方 法：事業譲渡
アドバイザー：（株）Ｃブリッジ（代表者　橋本　裕二）

経緯
●Ｒ４ /11 月　筑後信用金庫の紹介により、野田コーポ
レーションのラーメン店事業の譲渡について相談対応。
同社は、他に貸店舗事業もあるため、会社は継続保有
するもの。なお、譲渡手続にあたっては、野田社長の
知人であるＣブリッジ橋本さんがアドバイザー（以下、Ｆ
Ａ）を受託した。　　

● 相談受付後、当センターにおいて譲り受け先を探索し、
Ｒ６ /３月に情報開示したまつしろビジネスコンサルティ
ングとの間で、６月にトップ面談、７月に意向表明、８月
に基本合意のうえ、９月に譲渡日を９月 30 日とし譲渡
契約締結。

●まつしろビジネスコンサルティングにおいては新規事業ではあるが、代表の松代氏は経営コンサルの経験のなかで、
ラーメン店経営に強い関心を抱き、自ら経営したいという強い意欲を持っていたなかで、今回ラーメン店天風堂の
事業譲り受けに至ったもの。

事業承継・引継ぎ支援センターでの対応内容
● 譲渡事業／ラーメン店事業の財務損益資料を作成し、またＦＡと連携し企業概要書を譲受希望企業に情報提供し、
質問等に回答対応。　　

● 初回トップ面談から、譲渡代金を含む条件調整、基本合意、譲渡契約等の手続をＦＡと連携して支援。

事業事業承継後の新たな取り組み
顧客管理や事業場内の帳票の電子化など、DX化を図り、生産性の向上に努めている。
今後、店舗改装やメニューの更新などを行い、新規顧客の獲得を目指していく。

後継者の思い
　これまで前社長が培ってきたのれんを大事に守りながら、地域一番店となりさらに多店舗展開できるように
成長・発展を目指していく。

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
　あらゆる事業承継についてご相談できる公的機関です。事業承継に悩むすべての中小企業を、全力でサポー
トいたします。

＜主な業務内容＞
◎事業承継（親族内・第三者）に関するご相談 ◎M&Aマッチング支援
◎事業承継計画策定支援 ◎事業承継診断、セミナー実施
◎経営者保証解除に向けた専門家支援 など

契約締結　野田社長（左）と松代社長

湾曲圧電部品及び摩擦発電共振装置の構造図

福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中で
抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

福 岡 県 開 放 特 許 紹 介

踏 む と 発 電 す る 装 置

ご相談、申込は、「福岡県知的財産支援センター」
特許流通コーディネーター　高橋　まで

TEL : 092 - 622 - 0035

福岡県開放特許情報
https://www.joho-fukuoka.or/jp/intellectual/lp/lp.html

プラスチック圧電部品に電極を設けたフィルムを反発弾性を有するエラストマーのフィルムで挟み込んだシートを積層
し、湾曲型・半球型に成型することで荷重による変形量を大きくし発電量を増やす。また、その弾性の振動を共振す
る摩擦発電装置を加えることで発電効率を高めた。このことにより、小さな圧力でも発電できるため、例えば家屋の
床に敷き詰めることで被の動きを検知するセンサーとしての活用が期待できＩＴと連携することで、一人暮らしの高齢
者の見守りが容易になる。

技 術 の 概 要

発 明 者 か ら の メ ッ セ ー ジ図　　　面

従来品は、小圧力では発電効率が悪かった。成型方法を
改善したことで発電効率が向上した。高齢者住宅の床材に
適用し、ＩＴとの連携を図ることで安心安全な住宅環境を提
供したい。まずは建築資材業者からの引き合いをお待ちし
ています。

●特許番号 第7573340号　
●出願日 2023／ 12／ 12
●発明の名称 圧電素子及び摩擦発電共成デバイス
●特許権者 山岡　健
●代表発明者 山岡　健
●詳細資料　　　　無 ●見　学　　　　　無
●技術指導の意思　有 ●実施実績　　　　試作のみ
●事業化実績　　　無 ●実施権許諾実績　無
●サンプル　　　　無

●電気・電子　●情報・通信　●生活・文化
●土木・建築　●医療・介護

ラ イ セ ン ス 情 報

技　術　分　野

家屋の床材に適用
することで踏むと発
電！高齢者の見守り
に活用できる。

【従来の問題点】
圧力発電用マットなどは、内部の圧電部品の変
形量に応じて発電する。従来のものは、平面
シート状の圧電部品が使われており上からの加
重による圧電部品の変形が小さいため発電効
率が悪い。

【解決したポイント】
シート状の圧電部品で湾曲型・半球形に成型す
ることで上からの圧電部品の変形量を大きくする
とともに、摩擦発電装置と組み合わせることで発
電効率を高めた。
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Intellectual Property Support Center

（株）野田コーポレーション（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター）

概要　筑後信金から案件紹介を受けた第三者譲渡事例
引継ぎ対象：ラーメン店事業（屋号 天風堂）
譲 渡 者：（株）野田コーポレーション

（筑後市、代表者野田展宏）
譲 受 者：（株）まつしろビジネスコンサルティング

（福岡市、経営コンサル、代表者松代和也）
譲 渡 方 法：事業譲渡
アドバイザー：（株）Ｃブリッジ（代表者　橋本　裕二）

経緯
●Ｒ４ /11 月　筑後信用金庫の紹介により、野田コーポ
レーションのラーメン店事業の譲渡について相談対応。
同社は、他に貸店舗事業もあるため、会社は継続保有
するもの。なお、譲渡手続にあたっては、野田社長の
知人であるＣブリッジ橋本さんがアドバイザー（以下、Ｆ
Ａ）を受託した。　　

● 相談受付後、当センターにおいて譲り受け先を探索し、
Ｒ６ /３月に情報開示したまつしろビジネスコンサルティ
ングとの間で、６月にトップ面談、７月に意向表明、８月
に基本合意のうえ、９月に譲渡日を９月 30 日とし譲渡
契約締結。

●まつしろビジネスコンサルティングにおいては新規事業ではあるが、代表の松代氏は経営コンサルの経験のなかで、
ラーメン店経営に強い関心を抱き、自ら経営したいという強い意欲を持っていたなかで、今回ラーメン店天風堂の
事業譲り受けに至ったもの。

事業承継・引継ぎ支援センターでの対応内容
● 譲渡事業／ラーメン店事業の財務損益資料を作成し、またＦＡと連携し企業概要書を譲受希望企業に情報提供し、
質問等に回答対応。　　

● 初回トップ面談から、譲渡代金を含む条件調整、基本合意、譲渡契約等の手続をＦＡと連携して支援。

事業事業承継後の新たな取り組み
顧客管理や事業場内の帳票の電子化など、DX化を図り、生産性の向上に努めている。
今後、店舗改装やメニューの更新などを行い、新規顧客の獲得を目指していく。

後継者の思い
　これまで前社長が培ってきたのれんを大事に守りながら、地域一番店となりさらに多店舗展開できるように
成長・発展を目指していく。

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
　あらゆる事業承継についてご相談できる公的機関です。事業承継に悩むすべての中小企業を、全力でサポー
トいたします。

＜主な業務内容＞
◎事業承継（親族内・第三者）に関するご相談 ◎M&Aマッチング支援
◎事業承継計画策定支援 ◎事業承継診断、セミナー実施
◎経営者保証解除に向けた専門家支援 など

契約締結　野田社長（左）と松代社長

湾曲圧電部品及び摩擦発電共振装置の構造図

福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中で
抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

福 岡 県 開 放 特 許 紹 介

踏 む と 発 電 す る 装 置

ご相談、申込は、「福岡県知的財産支援センター」
特許流通コーディネーター　高橋　まで

TEL : 092 - 622 - 0035

福岡県開放特許情報
https://www.joho-fukuoka.or/jp/intellectual/lp/lp.html

プラスチック圧電部品に電極を設けたフィルムを反発弾性を有するエラストマーのフィルムで挟み込んだシートを積層
し、湾曲型・半球型に成型することで荷重による変形量を大きくし発電量を増やす。また、その弾性の振動を共振す
る摩擦発電装置を加えることで発電効率を高めた。このことにより、小さな圧力でも発電できるため、例えば家屋の
床に敷き詰めることで被の動きを検知するセンサーとしての活用が期待できＩＴと連携することで、一人暮らしの高齢
者の見守りが容易になる。

技 術 の 概 要

発 明 者 か ら の メ ッ セ ー ジ図　　　面

従来品は、小圧力では発電効率が悪かった。成型方法を
改善したことで発電効率が向上した。高齢者住宅の床材に
適用し、ＩＴとの連携を図ることで安心安全な住宅環境を提
供したい。まずは建築資材業者からの引き合いをお待ちし
ています。

●特許番号 第7573340号　
●出願日 2023／ 12／ 12
●発明の名称 圧電素子及び摩擦発電共成デバイス
●特許権者 山岡　健
●代表発明者 山岡　健
●詳細資料　　　　無 ●見　学　　　　　無
●技術指導の意思　有 ●実施実績　　　　試作のみ
●事業化実績　　　無 ●実施権許諾実績　無
●サンプル　　　　無

●電気・電子　●情報・通信　●生活・文化
●土木・建築　●医療・介護

ラ イ セ ン ス 情 報

技　術　分　野

家屋の床材に適用
することで踏むと発
電！高齢者の見守り
に活用できる。

【従来の問題点】
圧力発電用マットなどは、内部の圧電部品の変
形量に応じて発電する。従来のものは、平面
シート状の圧電部品が使われており上からの加
重による圧電部品の変形が小さいため発電効
率が悪い。

【解決したポイント】
シート状の圧電部品で湾曲型・半球形に成型す
ることで上からの圧電部品の変形量を大きくする
とともに、摩擦発電装置と組み合わせることで発
電効率を高めた。
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福岡県からのお知らせ
rom 
Fukuoka 
Prefecture F

工場ラインを
もっと効率化
したい

商品をwebでも
販売できる
ようにしたい 新商品を

開発したい

生産性向上

販路拡大

経営管理

事業分野拡張

経営課題解決に必要な
人材確保をご支援します

社長の
相談相手が
欲しい

バックオフィスを
充実させたい海外進出

したい

作業を効率化して
社員の残業を
減らしたい

従来事業からの脱却
（気づき）

新事業開発・販路開拓等
（攻めの経営）

地域の中堅・中小企業

戦略実現を担う
プロ人材ニーズの明確化 人材

ニーズ

マッチング

●経営者の気づきを促進
●人材ニーズの掘り起こし

●関係機関・人材市場を
活用し、プロフェッショ
ナル人材と人材ニーズの
マッチングを図る
●その後もフォローアップ

●人材交流（出向・副業等）への協力
※地域企業で働くことで、従業員の
　キャリアを生かし、キャリアアップを図る

福岡県プロフェッショナル人材センター福岡県プロフェッショナル人材センター

連携連携 連携連携

連携連携 民間人材ビジネス事業民間人材ビジネス事業
産業雇用安定センター等産業雇用安定センター等

福岡県内大企業福岡県内大企業自衛隊援護協会自衛隊援護協会
都市部大企業等都市部大企業等

産業支援機関産業支援機関
経済団体経済団体

金融機関金融機関

福岡県委託事業

福岡県プロフェッショナル人材センター
〒812-0046 福岡県福岡市博多区吉塚本町9-15　福岡県中小企業振興センタービル９階
お問い合わせ：TEL 092-622-8822　E-mail center@projinzai-fukuoka.jp　URL https://www.projinzai-fukuoka.jp

Facebook HP

【道路交通法の改正】
自転車の危険な運転に新しく罰則が
整備されました。
○運転中のながらスマホ…最大１年
以下の懲役又は30万円以下の罰金
○酒気帯び運転…３年以下の懲役又
は50万円以下の罰金
※お問い合わせ先：福岡県 人づくり・県民生活部 生活安全課（TEL：092-643-3167　FAX：092-643-3169）

【福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例の改正】
道交法改正に伴い、飲酒運転撲滅条例が改正されました。
○条例では、自動車や原動機付自転車と同様、自転車の
酒気帯び運転で検挙された者は「違反者」、警告を受
けた者は「準違反者」として取り扱われ、アルコール
依存症に関する診察や飲酒行動に関する指導を受ける
義務等の対象になります。

「道路交通法」、「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」改正
～自転車の危険な運転の取り扱いが変更！～令和６年１１月１日

（詳しくはこちら）
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